
本報告書の全部又は一部の無断

転載転用を固くお断りします。 KAKEN

NO. OS-20-067013-2

試 験 報 告 書

依 頼 者  株式会社 Ryukyu COnnect
品  名  試料   1点
試験項目  塵捕集効率

2021年  3月  2日 付けで当所に提出
された試料の試験結果は下記のとお りです。
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試験項 目 試験結果** 試験方法

塵捕集効率

(%)

粒
径
区
分

Q3μ m以上0 5μ m未満 97.3 下記参照*

試料面風速 (計算値):0.0961cm/sec
測定試料面積 :491cm2

測定面 (上流側):表側
粒子計数器 :Met One 237B

吸引量 :0.lft3/min(2.83L/min)

洗濯処理 :未処理

0.5μ m以上 lμm未満 98.4

lμ m以上 3μm未満 99.4

3μ m以上 5μm未満 〉99,9

5 pnD)L 〉99,9

オ*通気性 (cm3/(cm2。 s)):16.7の試料を試験に供 した。

丼試験方法
1.試料を透過装置にオー リングで固定 し、クリーンエアーを吸引 して塵が0に なるのを確認する。
2.塵発生装置の出口に、試料を取 り付けないで透過装置を設置 し、試料測定前の塵数を測定する。
3.透過装置に試料を取 り付けて、透過後塵数を測定する。
4.透過装置から試料を取 り外 して、試料測定後の塵数を測定する。
5.下記の式より塵捕集効率を算出する。
試験結果は小数点以下2桁 目を四捨五入 し有効数字3桁 とする。

塵捕集効率(%)={(透過前塵数―透過後塵数)/透過前塵数 }× 100

透過前塵数 :試料測定前 と測定後の、1分問ずつ15回連続の各測定値か ら、それぞれ最大値 と最小
値を2つずつカッ トした、残 り11分 間の各測定値の平均。

透過後塵数 :1分間ずつ15回連続測定 し、最大値 と最小値を2つずつカッ トした残 り11分 間の測定値。
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本報告書に記載の試験結果は供試々料に対するものであり、荷口 (ロ ット)全体の品質を報告するものではありません。
事業所朱印のない報告書については、当財団は一切責任を負いかねますので、念のため申し添えます。
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本報告書の全部又は一部の無断

転載転用を固くお断りします。 KAKEN

NO.  OS-20-067013-1

試 験 報 告 書

依 頼 者  株式会社 Ryukyu Connect 殿
品  名  試料   1点
試験項目  厚さ 他

2021年  3月  2日 付けで当所に提出
された試料の試験結果は下記のとおりです。
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2021年  3月  9日
一般財国法人 カケンテ

大阪事業所
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試験項 目 試験結果 クラス 試験方法

厚 さ (mm) 0.48
JIS L 1913 A法
一定:圧力 :0.5kPa

引張強さ (N)

た て 120

2

JIS T 8115

引張速度 :10cm/min

つかみ間隔 :10cm

試験片幅 :5cm
よ こ 68

本報告書に記載の試験結果は供試々料に対するものであり、荷口 (ロ ット)全体の品質を報告するものではありません。
事業所朱印のない報告書については、当財団は一切責任を負いかねますので、念のため申し添えます。
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